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第 1章 緒 言
既に,当研究室のEl中1,2,3)が報告 した如 く,




ったので,著者は更に SOM の生体実験を志 し,
第 1篇4) に於て, SOM の単独及び他剤 との併
用投与時の 血中制菌力の 消長を検討 し, SOM
IOOmg/kgの単独投与で, 1時間乃至 2時間の
血中制菌力の持続を認め,更に KM や CS と
SOM を併用投与することにより, それ らの血
中制菌力の持続時間を延長さすことが出来るこ
とを明らかにした｡次いで,第 2篇5)では,マ


















































た｡各10匹を 1群として8群を編成 し,第 1群
はSOM50γ/g,第 2群は SOMIOOγ/g,第 3群は






表 1 実 験 群 の 編 成



























与量を 0.2ccになる如 くにして使用 した｡実験
群を表示すれば表 1の通 りである｡












表 2 平 均 生 存 日数























5群を編成 し, 第 1群は SOM300γ/g,第 2群
は SOM400γ/g,第 3群は SOM500γ/gのいず
れも毎日経口投与を行ない,第 4群は比較の意











療効果を示 しているが,SOM 投与量 400γ/g
及び 500γ/gのものでは治療効果が殆ど認めら
???
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表3 実 験 群 の 編 成
































討した｡ 併用する抗結核薬 としては, 今回は
KM と CSとを取 り上げた｡即ち各10匹を 1群
として 7群を編成 し,第 1群はSOM IOOγ/g毎
日経口投与,第 2群はCSIOγ/g毎 日経口投与,
第 3群はKM40γ/g週 2回皮下注射,第 4群は
CSIOつ′/g毎 日経 口投与に 加 うるに SOM 100
γ/g毎 日経口投与,第 5群はKM40γ/g週 2回
皮下注射に 加うるに SOM IOOγ/g毎 日経口投
与,第 6群はKM40γ/g週 2回皮下注射とSOM








る｡次で KM 及び CS にそれぞれ SOM を併
用 した,KM･SOM 2着併用群及び CS･SOM2
着併用群では SOM の併用治療効果を殆ど認め
???
蓑5 実 験 群 の 編 成
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表 丁 実 験 群 の 編 成
算 1群
第 2群
第 3群 巨 0














表8 平 均 生 存 目 数








































て約 3日の延長を 示 している｡ 即ち KM･CS･









明らかな 治療 効果はなく, いずれも PAS-Na
lOOγ/gの治療効果に劣り,又,投与量を更に300
γ/g,4007/g及び 500γ/gと増量しても認むべ
き治療効果は得 られなかった｡一方 SOM と他
種抗結核薬との併用投与では,KM･SOM 2着
併用と CS･SOM 2者併用には いずれも SOM
の併用効果は認められず, ただ KM･CS･SOM








これは浜田8) の KM30γ/g週 2回皮下注射の成
績より少 し優れていた｡
上述の如 く,SOM はマウス結核に対 して単
独では殆ど治療効果を示さず,SOM が抗結核
薬の中で主剤たり得る可能性は殆どないと思わ
れる｡ SOM の単独治療効果については更に詳
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細に他の実験方法で でも検討する筈である｡
SOM は他剤の併用補助剤として 検討さるべき
ものと思われるが,其にしてもマウス結核に関
する限り其の性能は低いものである｡
第5章 結 論
マウスの実験的結核症を対象として,SOM
単独の治療効果並びに SOM と他剤との併用治
療効果を検討した所, SOM 単独投与では殆ど
治療効果を認めず,他剤との併用 投与では,
KM･CS･SOM 3者併用方式が,KM･CS2着併
用方式よりわずかに優れ, SOM の併用効果の
あることを示しているのみで,KM･SOM 又は
CS･SOM等の2者併用方式には SOMの併用効
果は認められなかった｡
又,KM･CS･SOM 3着併用方式は,KM･CS
･TH 3者併用方式にかなり劣っていた｡
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